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一 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

※
問
題
文
に
つ
い
て
は
、
朝
日
新
聞
社
に
無
断
で
転
載
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。 

 

気
候
変
動
の
影
響
も
あ
り
近
年
の
猛
暑
は
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
熱
中
症
予
防
の
た
め
に
保
育
園
で
屋
外
遊
び
を
（
ア
）
控
え
る
動
き
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
を
取
材
し
報
じ
た
。 

 

き
っ
か
け
は
私
が
昨
夏
に
出
産
し
た
こ
と
だ
。
（
イ
）
炎
天
下
、
新
生
児
を
抱
っ
こ
し
て
の
外
出
は
、
母
子
と
も
に
汗
だ
く
で
、
干
上
が
り
そ
う
だ
っ
た
。 

 

「
最
近
、
夏
が
暑
い
の
で
、
屋
上
に
は
出
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
室
内
遊
び
に
切
り
替
え
る
」
。
（
Ａ
）
保
活
中
、
屋
上
を
園
庭
代
わ
り
に
す

る
保
育
園
で
は
こ
ん
な
説
明
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

自
分
が
子
ど
も
の
こ
ろ
の
夏
っ
て
、
こ
ん
な
だ
っ
た
っ
け
？ 

 

毎
日
外
遊
び
や
プ
ー
ル
に
明
け
暮
れ
て
い
た
よ
う
な
…
…
。
そ
ん
な
疑
問
が
わ
い
た
。 

 

今
春
、
仕
事
に
①
フ
ッ
キ
し
、
さ
っ
そ
く
掘
り
下
げ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
保
育
園
関
係
者
に
②
タ
ズ
ね
る
と
「
そ
う
な
ん
で
す
…
…
」
と
語
り
始
め
る
人

が
多
く
、
子
ど
も
の
成
長
に
大
切
な
虫
捕
り
な
ど
の
屋
外
遊
び
が
、
真
夏
の
日
中
は
行
い
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
と
教
え
て
く
れ
た
。 

 

公
立
保
育
園
な
ど
を
設
置
・
運
営
す
る
自
治
体
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
と
、
約
３
割
が
独
自
の
基
準
を
（
ウ
）
設
け
、
一
定
以
上
の
暑
さ
で
、
屋
外
活
動
を

中
止
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。 

 

温
暖
化
に
よ
っ
て
、
今
世
紀
末
に
は
、
秋
田
市
が
大
阪
市
の
よ
う
な
暑
さ
に
な
る
と
い
う
③
ヨ
ソ
ク
も
あ
る
。
西
日
本
で
は
、
８
月
、
正
午
か
ら
午
後
３
時

は
、
暑
さ
で
外
遊
び
を
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。 

 

２
０
２
１
年
の
国
連
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
の
報
告
書
は
、
人
間
活
動
に
よ
る
地
球
温
暖
化
は
「
疑
う
余
地
が
な
い
」
と
初
め
て
断
言
し
た
。

「
影
響
を
一
番
に
受
け
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
に
何
の
罪
も
な
い
将
来
世
代
。
運
命
を
④
ニ
ギ
る
の
が
、
い
ま
の
大
人
た
ち
だ
」
。 

（
Ⅰ
）
東
京
大
教
授
の
江
守
正
多
さ
ん
（
気
候
科
学
）
の
言
葉
が
重
く
響
く
。 

 

メ
デ
ィ
ア
で
は
、
盛
ん
に
気
候
変
動
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
私
自
身
は
仕
事
と
子
育
て
に
追
わ
れ
、（
Ｂ
）「
エ
コ
」
や
「
サ
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ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
」
と
は
か
け
離
れ
た
日
常
に
悩
む
。
ど
う
し
た
ら
解
決
に
向
か
え
る
の
か
。
脱
炭
素
に
向
け
た
法
律
や
制
度
の
動
き
と
生
活
者
を
結
ぶ
報
道
は

足
り
な
い
と
感
じ
る
。 

 

生
ま
れ
て
か
ら
１
年
あ
ま
り
経
っ
た
我
が
子
は
最
近
よ
う
や
く
数
歩
、
歩
き
始
め
た
。
外
で
遊
べ
る
日
を
夢
見
て
か
、
先
日
買
っ
た
赤
い
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ュ

ー
ズ
を
履
か
せ
て
く
れ
と
せ
が
ん
で
は
室
内
で
練
習
に
⑤
ハ
ゲ
む
。 

 

（
Ⅱ
）
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
駆
け
回
る
「
宝
物
の
夏
」
を
、
秋
を
待
ち
望
む
だ
け
の
「
耐
え
忍
ぶ
夏
」
に
し
な
い
た
め
に
、
何
が
で
き
る
の
か
。
こ
の
取

材
を
出
発
点
に
考
え
て
い
き
た
い
。 

（
水
戸
部
六
美
「
外
で
遊
べ
な
い
夏
」
（
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
二
年
八
月
九
日
（
夕
刊
）
、
〈
取
材
考
記
〉
欄
）
に
よ
る
）
承
認
番
号
（
２
４-

０
３
３
５
） 

 

設
問
一 

傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、（
ア
）
～
（
ウ
）
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
記
す
必
要
は
な
い
。
） 

 

 

① 

フ
ッ
キ 

 
 

 

② 

タ
ズ
（
ね
る
） 

 
 

 

③ 

ヨ
ソ
ク 

 
 

 

④ 

ニ
ギ
（
る
） 

 
 

 

⑤ 

ハ
ゲ
（
む
） 

（
ア
）
控
（
え
る
） 

（
イ
）
炎
天
下 

 
 

 
 

 

（
ウ
）
設
（
け
） 

 

設
問
二 

傍
線
部
（
Ａ
）（
Ｂ
）
を
説
明
し
た
以
下
の
文
章
に
つ
い
て
、
意
味
が
通
る
よ
う
に
、
空
欄
ａ
〜
ｄ
に
適
切
な
漢
字
を
字
数
指
定
に
従
っ
て
補
い
な
さ 

 
 

い
。 

 

（
Ａ
）
保
活 

「
学
生
が
卒
業
前
に
、
民
間
企
業
に
就
職
先
を
内
定
さ
せ
る
た
め
の
活
動
」
を
「
就
職
活
動
」
と
呼
ん
で
い
た
が
、
近
年
「
就
活
」
と
略
す
よ
う
に
な
っ
た

言
い
方
に
倣
っ
た
も
の
。
幼
い
子
の 

ａ
（
一
字
） 

が
、
仕
事
の
た
め
に
我
が
子
の
預
け
先
の 

ｂ
（
三
字
） 

を
確
保
す
る
た
め
の
活
動
。 
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（
Ｂ
）
「
エ
コ
」
や
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
」 

「
エ
コ
」
は
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
の
略
。
原
義
は
「
生
態
学
」
だ
が
、
最
近
で
は
「 

ｃ
（
二
字
） 

に
配
慮
し
た
、 

ｃ
（
二
字
） 

に
負
荷
を
か
け
な
い
」

意
で
使
わ
れ
る
。
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
」
は
本
来
、
「
維
持
で
き
る
」
と
い
っ
た
意
味
。
近
年
で
は
「
持
続 

ｄ
（
二
字
） 

な
」
社
会
を
目
指
す
、
と
い
っ

た
文
脈
で
使
わ
れ
る
。 

 

設
問
三 

傍
線
部
（
Ⅰ
）
に
つ
い
て
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

（
一
） 

傍
線
部
の
直
前
に
示
さ
れ
て
い
る
江
守
正
多
さ
ん
の
言
葉
は
、
筆
者
の
状
況
に
ど
の
よ
う
に
当
て
は
め
ら
れ
る
か
。
字
数
指
定
に
従
い
、
本
文
中 

 

の
適
切
な
語
を
抜
き
出
し
て
ｅ
・
ｆ
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 

将
来
世
代
＝ 

ｅ
（
三
字
） 

 

、
い
ま
の
大
人
た
ち
＝ 

ｆ
（
二
字
） 

 
 

（
二
） 

「
重
く
響
く
」
と
は
、
こ
の
場
合
、
ど
の
よ
う
に
言
い
換
え
ら
れ
る
か
。
次
の
中
か
ら
三
語
を
選
び
、
助
詞
や
動
詞
の
語
尾
を
適
宜
補
っ
て
適
切 

 

に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 

課
題 

 

過
重 

 

反
響 

 

認
識 

 

重
要 

 

主
題 

 

設
問
四 

傍
線
部
（
Ⅱ
）
に
つ
い
て
、
（
１
）
「
宝
物
の
夏
」
に
は
で
き
る
遊
び
を
一
〇
字
で
、（
２
）「
耐
え
忍
ぶ
夏
」
に
保
育
園
で
せ
ざ
る
を
得
な
い
処
置
を 

 

一
六
字
で
、
そ
れ
ぞ
れ
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。
（
句
読
点
も
一
字
と
数
え
る
。
） 
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二 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

  

「
う
ち
の
旦
那
、
毎
日
帰
り
が
遅
く
て
ね
」
「
ご
主
人
、
ど
ん
な
仕
事
し
て
る
の
？
」 

 

よ
く
あ
る
会
話
で
あ
る
。 

 

だ
が
、
出
て
く
る
言
葉
に
引
っ
か
か
る
人
は
い
る
だ
ろ
う
。 

 

ま
ず
は
、
「
旦
那
」
。
元
は
古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
「
施
し
・
布
施
」
を
意
味
す
る
と
い
う
。
転
じ
て
、
奉
公
人
が
男
の
主
人
を
（
ア
）
敬
っ

て
使
う
言
葉
に
な
っ
た
。 

 

本
来
は
目
下
の
者
が
目
上
に
使
う
言
葉
で
は
あ
る
が
、「
う
ち
の
旦
那
」
な
ら
、
漢
字
の
字
面
や
「
だ
ん
な
」
と
い
う
音
か
ら
、
上
下
関
係
は
あ
ま
り
感
じ
ら

れ
な
い
。 

 

で
も
、「
ご
主
人
」
は
ど
う
だ
ろ
う
。
主
人
は
「
一
家
の
あ
る
じ
」
を
指
す
言
葉
だ
。
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
も
、
そ
の
意
味
が
①
シ
ュ
ン
ジ
に
読
み
取
れ

る
。 

 

今
、
夫
婦
の
７
割
近
く
は
共
働
き
だ
。
専
業
主
婦
も
、
年
中
②
ム
キ
ュ
ウ
の
家
事
労
働
で
家
庭
を
支
え
て
い
る
。
そ
も
そ
も
夫
婦
に
主
従
関
係
は
存
在
し
な

い
の
だ
か
ら
、
昨
年
か
ら
私
は
「
夫
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
女
性
か
ら
何
か
言
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
今
で
は
す
っ
か
り
慣
れ
た
。 

 
 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

 

で
は
、
「
奥
様
」
「
女
房
」
「
嫁
」
は
ど
う
か
。
「
家
内
」
は
避
け
た
方
が
良
さ
そ
う
だ
が
、
ほ
ぼ
記
号
化
し
た
単
語
に
（
Ａ
）
目
く
じ
ら
を
立
て
た
く
は
な
い

し
、
ま
し
て
や
言
葉
狩
り
を
す
る
つ
も
り
な
ど
③
モ
ウ
ト
ウ
な
い
。 

 

そ
れ
で
も
、
（
Ⅰ
）
言
葉
に
は
で
き
る
だ
け
敏
感
で
あ
り
た
い
。
最
近
そ
う
思
わ
さ
れ
た
の
が
、
「
糖
尿
病
」
の
名
称
変
更
の
動
き
だ
。 

 

医
師
や
患
者
ら
で
作
る
日
本
糖
尿
病
協
会
は
、
日
本
糖
尿
病
学
会
と
と
も
に
新
た
な
病
名
の
検
討
を
始
め
た
。
ま
ず
、
患
者
の
尿
に
糖
が
混
じ
る
と
は
限
ら

ず
、
実
態
を
表
し
て
い
な
い
。
同
協
会
が
実
施
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
で
は
、
患
者
の
８
割
が
、「
尿
」
と
い
う
表
記
に
（
イ
）
羞
恥
心
を
抱
く
な
ど
の
理

由
で
、
病
名
の
変
更
を
求
め
た
。 
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糖
尿
病
の
友
人
に
尋
ね
る
と
、
「
僕
も
病
名
を
言
い
た
く
な
い
か
ら
、
人
に
話
す
と
き
は
『
血
糖
値
が
高
く
て
』
っ
て
言
う
ん
だ
よ
」
と
④
ク
シ
ョ
ウ
し
た
。 

 

長
年
、
医
療
を
取
材
し
な
が
ら
、
私
は
そ
ん
な
患
者
さ
ん
の
思
い
を
想
像
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
恥
じ
入
る
ば
か
り
だ
。 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

 

言
葉
の
持
つ
意
味
が
今
の
時
代
の
常
識
に
そ
ぐ
わ
な
い
▽
事
実
を
正
確
に
言
い
表
し
て
い
な
い
▽
そ
の
言
葉
を
使
わ
れ
て
不
快
に
思
う
人
が
少
な
か

ら
ず
い
る
―
―
こ
う
し
た
場
合
は
、
や
は
り
言
い
換
え
を
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。 

 

特
に
、
⑤
ヘ
ン
ケ
ン
や
差
別
意
識
を
植
え
付
け
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
精
神
科
の
病
名
の
中
に
は
、
変
更
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。 

 

過
去
、
精
神
分
裂
病
は
「
統
合
失
調
症
」
に
、
痴
呆

ち

ほ

う

は
「
認
知
症
」
に
改
め
ら
れ
た
。 

 

そ
の
後
も
、
不
安
障
害
や
パ
ニ
ッ
ク
障
害
は
、
「
障
害
」
と
い
う
言
葉
が
本
人
や
家
族
に
衝
撃
を
与
え
る
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
不
安
症
」
「
パ
ニ
ッ
ク
症
」

に
変
わ
っ
た
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
言
い
換
え
れ
ば
す
べ
て
解
決
、
で
は
な
い
。
認
知
症
の
人
を
「
あ
の
人
、
ニ
ン
チ
だ
か
ら
」
な
ど
と
見
下
し
た
よ
う
に
言
う
人
も
い
る
。
結
局

は
、
言
葉
を
使
う
人
の
意
識
や
社
会
の
あ
り
よ
う
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
名
称
変
更
の
（
Ｂ
）
い
た
ち
ご
っ
こ
に
な
り
か
ね
な
い
。 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

 

性
的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
）
へ
の
理
解
の
広
が
り
も
、
な
じ
み
の
あ
る
言
葉
を
変
え
始
め
て
い
る
。 

 

「
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ア
ン
ド
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
メ
ン
（
紳
士
、
淑
女
の
み
な
さ
ん
）
」 

 

こ
の
英
語
の
呼
び
か
け
を
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
「
ハ
ロ
ー
、
エ
ブ
リ
ワ
ン
（
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
）
」
に
、
日
本
航
空
は
「
オ
ー
ル
・
パ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
（
旅
客
の
皆
様
）
」
に
改
め
た
。 

 

私
が
使
っ
て
い
る
ス
マ
ホ
の
絵
文
字
で
も
、
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
、
男
性
か
女
性
か
分
か
ら
な
い
人
の
絵
が
増
え
た
。 

 

人
種
や
性
別
、
世
代
、
障
害
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
が
尊
重
さ
れ
る
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
（
（
ウ
）
包
括
的
）
社
会
」
。
時
代
は
そ
の
実
現
を
目

指
し
て
動
い
て
い
る
。
変
化
の
速
度
は
速
く
、
（
Ⅱ
）
言
葉
へ
の
敏
感
さ
と
配
慮
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
。 
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（
山
口
博
弥
「
言
葉
の
言
い
換
え 

求
め
ら
れ
る
配
慮
」
（
『
読
売
新
聞
』
二
〇
二
二
年
一
二
月
一
一
日
、
〈
広
角
多
角
〉
欄
）
に
よ
る
） 

 

設
問
一 
傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、（
ア
）
～
（
ウ
）
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
記
す
必
要
は
な
い
。
） 

 

① 

シ
ュ
ン
ジ 

 
 

 

② 

ム
キ
ュ
ウ 

 
 

 

③ 

モ
ウ
ト
ウ 

 
 

 

④ 

ク
シ
ョ
ウ 

 
 

 

⑤ 

ヘ
ン
ケ
ン 

（
ア
）
敬
（
っ
て
） 

 

（
イ
）
羞
恥
心 

 
 

 

（
ウ
）
包
括 

 

設
問
二 

傍
線
部
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
の
言
葉
の
意
味
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。 

  

（
Ａ
） 

目
く
じ
ら
を
立
て
（
る
） 

 
 

（
Ｂ
） 

い
た
ち
ご
っ
こ 

 

設
問
三 

傍
線
部
（
Ⅰ
）
に
つ
い
て
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

（
一
） 

筆
者
が
こ
れ
ま
で
も
心
が
け
て
き
た
例
を
、
本
文
中
か
ら
二
〇
字
以
内
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。
な
お
、
句
読
点
等
も
一
字
と
数
え
る
。 

（
二
） 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
筆
者
が
敏
感
で
は
な
か
っ
た
例
を
、
本
文
中
か
ら
二
五
字
以
内
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。
な
お
、
句
読
点
等
も
一
字
と
数
え 

る
。 

 

設
問
四 

傍
線
部
（
Ⅱ
）
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
全
体
を
、
簡
単
に
以
下
の
よ
う
に
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
て
み
た
。
本
文
中
か
ら
指
示
に
従
っ
た
適
切
な
言
葉 

を
抜
き
出
し
て
、
空
欄
ａ
～
ｃ
を
埋
め
な
さ
い
。 

 



（第 1 回）国語 

 

7 

 

 
〇
「
言
葉
へ
の
敏
感
さ
と
配
慮
」
が
求
め
ら
れ
る 

 
 

 

↓
↓ 

〇 
 

ａ
（
七
字
） 

す
べ
き
場
合 

 

・
言
葉
の
持
つ
意
味
が
今
の
時
代
の
常
識
に
そ
ぐ
わ
な
い 

 
 

 

例 

日
常
会
話
で
…
…
「
夫
」
「
妻
」
の
呼
び
方 

 
 

 
 

 

企
業
の
場
合
…
…
遊
園
地
利
用
者
や
、 

ｂ
（
二
字
） 

へ
の
呼
び
か
け
方 

 

・
事
実
を
正
確
に
言
い
表
し
て
い
な
い 

 
 

 

例 

「
糖
尿
病
」
の
名
称
変
更
の
動
き 

 

・
そ
の
言
葉
を
使
わ
れ
て
不
快
に
な
る
人
が
少
な
か
ら
ず
い
る 

 
 

 

例 

「
不
安
障
害
」
が
「
不
安
症
」
に
変
わ
っ
た 

 

（
そ
の
他
、
い
く
つ
か
の
病
名
変
更
も
。
） 

 
 

 

↓
↓ 

 

た
だ
し
、
そ
れ
で
解
決
で
は
な
い
。 

☆ 
 

ｃ
（
二
〇
字
以
内
） 

が
変
わ
る
こ
と
が
重
要
。 


